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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月5日(2017.10.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水および１６から１８重量パーセントのコロイダルシリカ固体を含み、約４から約２０
ｃｐｓの範囲の粘度および２６から４０％の範囲のＳ値を有し、７００から８５０ｍ２／
ｇの範囲の比表面積を有する、水性コロイダルシリカ生成物。
【請求項２】
　アルカリ金属をさらに含む、請求項１に記載の水性コロイダルシリカ生成物。
【請求項３】
　前記アルカリ金属は、５０：１から５：１の範囲のシリカ対アルカリ金属のモル比を提
供するのに十分な量で存在する、請求項２に記載の水性コロイダルシリカ生成物。
【請求項４】
　前記水性コロイダルシリカ生成物は、約４から約１８ｃｐｓの範囲の粘度を有する、請
求項１～３のいずれか一項に記載の水性コロイダルシリカ生成物。
【請求項５】
　前記水性コロイダルシリカ生成物は、１７から１８重量パーセントのコロイダルシリカ
固体を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の水性コロイダルシリカ生成物。
【請求項６】
　前記水性コロイダルシリカ生成物は、１：２から４：１の範囲の、重量パーセントコロ
イダルシリカ固体対ｃｐｓ粘度の比を有する、請求項１～３のいずれか一項に記載の水性
コロイダルシリカ生成物。
【請求項７】
　前記水性コロイダルシリカ生成物は、９から１１の範囲のｐＨを有する、請求項１～６
のいずれか一項に記載の水性コロイダルシリカ生成物。
【請求項８】
　前記水性コロイダルシリカ生成物は、１０から１１の範囲のｐＨを有する、請求項１～
６のいずれか一項に記載の水性コロイダルシリカ生成物。
【請求項９】
　水性コロイダルシリカ生成物を製造する方法であって、
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　第１に、第１の量のアルカリ金属ケイ酸塩を水および部分的に再生された陽イオン交換
樹脂に攪拌しながら添加し、よって、第１の部分の水性コロイダルシリカ生成物を含む第
１の中間組成物を形成させる工程であって、前記第１の中間組成物は、７０から２００カ
氏度の範囲の温度および８から１４の範囲のｐＨを有し、前記第１の量のアルカリ金属ケ
イ酸塩は、前記第１の添加を１から４５分の間続けさせるのに十分な第１の速度で添加さ
れる、工程、
　第２に、０から９０分後に、第２の量のアルカリ金属ケイ酸塩を前記第１の中間組成物
に攪拌しながら添加し、よって、第２の部分の水性コロイダルシリカ生成物を含む第２の
中間組成物を形成させる工程であって、前記第２の中間組成物は、７０から２００カ氏度
の範囲の温度および９から１１の範囲のｐＨを有し、前記第２の量のアルカリ金属ケイ酸
塩は、前記第２の添加を５から１２０分の間続けさせるのに十分な第２の速度で添加され
る、工程、
　０分から２４時間後、前記第１および第２の部分の水性コロイダルシリカ生成物を前記
第２の中間組成物から分離し、よって前記水性コロイダルシリカ生成物を生成させる工程
、
　を含み、
　前記第１の量および前記第２の量は総量を占め、前記第１の量は、前記総量の６０から
９５重量パーセントの範囲である、方法。
【請求項１０】
　前記第１および第２の部分の水性シリカ生成物は、前記第２の中間組成物からスクリー
ンまたは溝付きパイプを使用する濾過によって分離される、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２の中間組成物は、７０から２００カ氏度で、０分から７５分の範囲の時間の間
撹拌される、請求項９または１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の中間組成物は９から１１の範囲のｐＨを有する、請求項９～１１のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１および第２の中間組成物は、１００から１６０カ氏度の範囲の温度を有する、
請求項９～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１の速度は、前記第１の量のアルカリ金属ケイ酸塩の添加を２から１０分続けさ
せるのに十分である、請求項９～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第２の速度は、前記第２の量のアルカリ金属ケイ酸塩の添加を１０から４０分続け
させるのに十分である、請求項９～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　セルロースシートを製造する方法であって、
　０．０１から１．５重量パーセントのセルロース繊維を含むセルロース完成紙料を調製
する工程、
　前記セルロース完成紙料に、０．００００５から１．５重量パーセント／セルロース完
成紙料中の繊維の乾燥重量のコロイダルシリカ固体の濃度を達成するのに十分な量の請求
項１に記載の水性コロイダルシリカ生成物、および０．００１から５重量パーセント／セ
ルロース完成紙料中の繊維の乾燥重量の水溶性ポリマ凝集剤の濃度を達成するのに十分な
量の水溶性ポリマ凝集剤を添加する工程であって、前記水溶性ポリマ凝集剤は５００，０
００から３０００万ダルトンの範囲の分子量を有する、工程、ならびに
　前記セルロース完成紙料を脱水し、セルロースシートを得る工程、
　を含む、方法。
【請求項１７】
　前記セルロース完成紙料に添加される前記水性コロイダルシリカ生成物の量は、約０．
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００５から約１重量パーセント／前記セルロース完成紙料中の繊維の乾燥重量のコロイダ
ルシリカ固体濃度を達成するのに十分である、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記コロイダルシリカ生成物は、バッチ水性コロイダルシリカ生成物に対し、約０．５
から約０．８の範囲の第１通過灰分歩留まり置換率を有する、請求項１６または１７に記
載の方法。
【請求項１９】
　前記コロイダルシリカ生成物は、微小粒子を前記セルロース完成紙料に、約０．９から
１．２ポンド／トンセルロース完成紙料中の繊維の乾燥重量の濃度で投与した場合、バッ
チ水性コロイダルシリカ生成物に対し、少なくとも９０％の第１通過灰分歩留まりを達成
する、請求項１６または１７に記載の方法。
【請求項２０】
　カチオン性デンプンが、前記セルロース完成紙料に、０．００５から５重量パーセント
のカチオン性デンプン／セルロース完成紙料中の繊維の乾燥重量のカチオン性デンプンの
濃度を達成するのに十分な量で添加される、請求項１６～１９のいずれか一項に記載の方
法。
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